
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   千葉県総合企画部統計課  電話 ０４３(２２３)２２１９(直通) 

                                 E-mail:tkrenkan@mz.pref.chiba.lg.jp 

企業誘致、イベント開催などにより地域に与える経済的な影響（経済波及効果）は、

産業連関表というツールを用いて分析することができます。 



 

 

 

ある地域内の１年間の経済活動について、産業間や産業と消費者などとの財・サービス

の取引関係を一覧表にまとめ、地域内の経済循環を明らかにしたものです。国・県では 

おおむね５年に一度作成しており、最新は平成２７年表です。 

産業連関表は表作成年次の県経済の構造を把握することができるだけでなく、これを 

加工することにより各種施策･事業の経済効果の測定などの産業連関分析を行うことが 

できます｡ 

 

産業連関分析を行うには、次の３つの道具(表)が基本となります。 

 

 
 

 

平成27年千葉県産業連関表（生産者価格評価表 ３部門表） 

 

 

 

                   

 

                     

①取引基本表

（生産者価格評価表）
②投入係数表 ③逆行列係数表

(単位 : 億円)

第１次
産業

第２次
産業

第３次
産業

内生
部門計

消費 投資 移輸出
最終

需要計
需要
合計

（控除）
移輸入

県内
生産額

第１次
産業

472 3,864 654 4,990 1,939 147 3,287 5,374 10,363 -5,214 5,149

第２次
産業

1,327 87,243 33,058 121,628 28,557 34,920 102,395 165,871 287,499 -117,056 170,443

第３次
産業

968 24,442 69,737 95,146 163,826 13,538 50,462 227,827 322,973 -66,745 256,228

内生
部門計

2,766 115,548 103,449 221,763 194,322 48,605 156,144 399,072 620,835 -189,015 431,820

粗付加価
値部門計

2,383 54,895 152,779 210,057

県内
生産額

5,149 170,443 256,228 431,820
　※　100万円単位で計算し、単位未満を四捨五入しているため、内訳は必ずしも
　　　　合計と一致しない。

※ 実際の千葉県表では産業が13･37･107･185部門

からなる表を作成し公表しています｡この表を

見るだけで取引の状況を知ることができます｡ 

詳しくは巻末のHPを参照してください｡ 



 

                                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一定期間(１年間)において、各産業間や家計などの消費者との間で｢財・サービス｣が 

どのように生産され、販売されたかを金額で一覧表にしたものです。 

 

 

 
（単位：億円） 

需要 

供給 

中間需要 最終需要 

（家計など） 
生産額 

産業Ａ 産業Ｂ 

中 間 

投 入 

産業Ａ ２ ６ １２ ２０ 

産業Ｂ ８ １８ １４ ４０ 

粗付加価値 １０ １６   

生産額 ２０ ４０   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33333333333333333 

①  取引基本表（生産者価格評価表） 

★ 横（行）に読めば(どこへどれだけ販売したか)「販路構成」がわかる。 
 
   産業Ａ(行)で生産されたもの(２０億円)は、原材料として産業Ａ(列)へ２億円､ 

産業Ｂ(列)へ６億円を販売し､最終需要には１２億円販売しています。 

★ 縦(列)に読めば (何をどれだけ使って生産したか) ｢投入した費用の構成」がわかる。  
 

産業Ａ(列)の生産額(２０億円)は、原材料等として産業Ａ(行)から２億円､産業Ｂ(行)から 

８億円を購入(投入)したものと、粗付加価値の１０億円からなります。 



 

                                     

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ある産業で１単位の生産を行う際に必要となる原材料等の投入量の割合を 

一覧表にしたものです。①表の二重線部分の縦の構成比を表しています。 

 

 産業Ａ 産業Ｂ 

産業Ａ ０．１０ ０．１５ 

産業Ｂ ０．４０ ０．４５ 

粗付加価値 ０．５０ ０．４０ 

生産額 １．００ １．００ 

 

② 投入係数表 

 

この表から､産業Ａ

が１単位の生産をす

るためには､原材料

が 0.5(産業Ａから

0.1､産業Ｂから0.4)

必要であることがわ

かります｡ 

 

ある産業に対する最終需要が１単位生じた場合、その需要を満たすために、 

必要な産業別の生産が最終的にどれ位になるか(=生産波及の大きさ)を示す 

ものです。値は②表から計算されています。 

 

 産業Ａ 産業Ｂ 

産業Ａ １．２６４ ０．３４５ 

産業Ｂ ０．９２０ ２．０６９ 

列和 ２．１８４ ２．４１４ 

 

 

 

 

 

 

③ 逆行列係数表 

産業Ａに１単位の最終需

要が生じた場合に合計

（列和）で2.184 倍（産

業Ａに1.264 倍、産業Ｂ

に0.92倍）の波及効果が

あることがわかります。 

逆行列係数表は、この波

及の大きさをあらかじめ

計算したものです。 

 



 

 

 

 

ある産業に新たな最終需要が生じたとき､産業間の取引を通じて他の産業の生産に次々

と影響を及ぼします｡ 

例えば､「工場の進出」という最終需要が新たに生じた場合、工場を建設するにはコン

クリートや鉄骨､材木といった資材が必要になります。 

つまり､コンクリートの原料=｢セメント｣､鉄骨の原材料=｢鉄｣などが必要になります｡

(土地購入は所有者の変更で生産活動に影響がないので､対象外となります)工場の進出という最終

需要の発生によって､各産業に生産の波及が広がるわけです。 

このように､最終需要を満たすために起こる｢関連する産業への影響｣を､水面に投げ込

まれた石が波紋を起こす様子になぞらえて、「経済波及効果」と呼びます。 
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新たな最終需要が発生した場合の経済波及効果は、「③逆行列係数表」を用いて

計算することができます。 

例えば、工場の進出という最終需要が、県内で１０億円生じた場合、その経済波

及効果はどの位あるか計算してみましょう。 

先ほどの産業Ａを「建設」、産業Ｂを「その他の産業」とすると、③表の逆行列係

数に最終需要額を乗じて求めることができます。 

      （単位：百万円） 

＜逆行列係数表＞            ＜最終需要＞      ＜経済波及効果＞ 

 建設業 その他 

建設業 1.264 0.345 

その他 0.920 2.069 

 

計算の結果､経済波及効果は､２１億８千４百万円となりました｡ 

以上､説明を簡略化するため､産業が２部門で､外国からの輸入なども考えない 

方法をご紹介しました｡実際は産業も多数あり､原材料なども外国や他の都道府県

から調達しています｡ 

以下のHPでは､産業が３７部門（統合大分類）及び１０７部門（統合中分類）で

移輸入を考慮した開放型の逆行列係数を使った｢簡易分析ツール(MS-Excel)｣等を

掲載しております｡是非ご利用ください｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

× = 

 

 
1,264 

 920 

 

 

詳しくは､千葉県ホームページをご覧ください。 

https://www.pref.chiba.lg.jp/toukei/toukeidata/sangyou/index.html 

計 2,184  
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